
(57)【要約】

【課題】　低電圧で高発光効率が得られ、大面積化およ

び量産化に適した燐光発光性高分子材料およびこれを用

いた有機発光素子を提供する。

【解決手段】　式（１）：

　【化１】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（式中の記号は明細書に記載の通り。）で示されるトリ

フェニルアミン構造を有するホール輸送性モノマー単位

と燐光発光性モノマー単位を含むことを特徴とする燐光

発光性高分子化合物、およびその化合物を用いた有機発
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 式 （ １ ） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ 1 ～ Ｒ 2 7 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ ア ノ 基 、 ア ミ ノ 基
、 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 を 表 す 。 ま た 、 Ｒ 1 ～
Ｒ 1 9 の う ち 、 同 一 の フ ェ ニ ル 基 の 隣 接 す る 炭 素 原 子 に そ れ ぞ れ 結 合 し て い る 基 は 、 互 い に
結 合 し て 縮 合 環 を 形 成 し て も よ い 。 Ｒ 2 8 は 、 水 素 原 子 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基
を 表 す 。 Ｘ は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2

－ 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ）
、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有 機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ）
、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数
１ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原
子 、 も し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ） を 表 す 。 ｐ は ０ ま た は １ で あ る 。 ） で
示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 と 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 燐 光 発 光 性 高 分
子 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 式 （ ２ ） ：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ 2 9 ～ Ｒ 3 4 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 ま た は 炭
素 数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 を 表 す 。 Ｘ は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ
－ ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル
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基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） 、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有
機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但
し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か
ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原 子 、 も し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ） を 表 す 。 ｐ
は ０ ま た は １ で あ る 。 ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 と 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む 請 求 項
１ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 電 子 輸 送 性 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化
合 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 電 子 輸 送 性 の モ ノ マ ー 単 位 の 電 子 輸 送 性 部 位 が 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ゾ ー
ル 誘 導 体 、 ト リ ア ジ ン 誘 導 体 、 ベ ン ゾ オ キ サ ゾ ー ル 誘 導 体 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 、 お よ び
キ ノ リ ノ ー ル 誘 導 体 金 属 錯 体 か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 が 重 合 性 基 と 燐 光 発 光 部 位 を 含 み 、 燐 光 発 光 部 位 が 燐 光 発 光 性
高 分 子 の 側 鎖 に 含 ま れ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 が 遷 移 金 属 錯 体 を 含 む 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燐 光 発 光
性 高 分 子 化 合 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 陽 極 と 陰 極 に 挟 ま れ た 一 ま た は 複 数 の 高 分 子 層 を 含 む 有 機 発 光 素 子 に お い て 、 前 記 高 分
子 層 の 少 な く と も 一 層 が 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物
を 含 む 有 機 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 陽 極 が 、 Ｕ Ｖ オ ゾ ン 照 射 処 理 又 は 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 さ れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の 有 機
発 光 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 が 、 有 機 物 を 含 む ガ ス に よ る 処 理 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 発 光
素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 有 機 物 を 含 む ガ ス が 、 フ ル オ ロ カ ー ボ ン 及 び ／ ま た は メ タ ン の 少 な く と も 一 種 以 上 を 含
む ガ ス で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 有 機 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 が 、 酸 素 及 び ／ ま た は ア ル ゴ ン の 少 な く と も 一 種 以 上 を 含 む ガ ス に
よ る 処 理 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 発 光 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 お よ び 平 面 表 示 パ ネ ル や こ れ に 用 い ら れ る バ ッ ク ラ
イ ト 用 の 有 機 発 光 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 発 光 素 子 は 、 1987年 に コ ダ ッ ク 社 の C. W. Tangら に よ り 高 輝 度 の 発 光 が 示 さ れ て （
非 特 許 文 献 １ ： Appl. Phys. Lett., 51巻 , 913頁 , 1987年 ） 以 来 、 材 料 開 発 、 素 子 構 造 の
改 良 が 急 速 に 進 み 、 最 近 に な っ て カ ー オ ー デ ィ オ や 携 帯 電 話 用 の デ ィ ス プ レ イ な ど か ら 実
用 化 が 始 ま っ た 。 こ の 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト ） 素 子 の 用 途 を さ ら に 拡 大 す
る た め に 、 発 光 効 率 向 上 、 耐 久 性 向 上 の た め の 材 料 開 発 、 フ ル カ ラ ー 表 示 の 開 発 な ど が 現
在 活 発 に 行 わ れ て い る 。 特 に 、 中 型 パ ネ ル や 大 型 パ ネ ル 、 あ る い は 照 明 用 途 へ の 展 開 を 考
え る 上 で は 発 光 効 率 の 向 上 に よ る 更 な る 高 輝 度 化 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 現 在 の 発 光 材 料
で 利 用 さ れ て い る の は 励 起 一 重 項 状 態 か ら の 発 光 、 す な わ ち 蛍 光 で あ り 、 電 気 的 励 起 に お
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け る 励 起 一 重 項 状 態 と 励 起 三 重 項 状 態 の 励 起 子 の 生 成 比 が １ ： ３ で あ る こ と か ら 、 有 機 Ｅ
Ｌ に お け る 発 光 の 内 部 量 子 効 率 は ２ ５ ％ （ 外 部 取 り 出 し 効 率 を ２ ０ ％ と す る と 外 部 量 子 効
率 ５ ％ に 相 当 す る ） が 上 限 と さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に 対 し 、 M. A. Baldoら は 室 温 で 励 起 三 重 項 状 態 か ら 燐 光 発 光 す る イ リ ジ ウ ム 錯 体
等 を 用 い る こ と に よ り 外 部 量 子 効 率 7.5％ （ 外 部 取 り 出 し 効 率 を ２ ０ ％ と 仮 定 す る と 内 部
量 子 効 率 は 37.5％ に 相 当 す る ） を 得 、 従 来 上 限 値 と さ れ て き た 外 部 量 子 効 率 ５ ％ と い う 値
を 上 回 る こ と が 可 能 な こ と を 示 し た 。 さ ら に 、 ホ ス ト 材 料 や 素 子 構 成 を 工 夫 す る こ と に よ
り ２ ０ ％ 近 い 高 効 率 も 達 成 さ れ て お り （ 非 特 許 文 献 ２ ： Appl. Phys. Lett., 90巻 , 5048
頁 , 2001年 ） 、 超 高 効 率 化 の 方 法 と し て 注 目 さ れ て い る 。 こ れ は 、 具 体 的 に は 、 ４ ， ４ '
－ Ｎ ， Ｎ '－ ジ カ ル バ ゾ ー ル ビ フ ェ ニ ル （ Ｃ Ｂ Ｐ ） 等 を ホ ス ト 材 料 に 用 い る も の で あ る （
特 許 文 献 １ ： 国 際 公 開 第 01/45512号 パ ン フ レ ッ ト ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の 燐 光 発 光 性 の イ リ ジ ウ ム 錯 体 は 低 分 子 化 合 物 で あ り 、 真 空 蒸 着 法 に よ り 成
膜 さ れ る 。 こ の 真 空 蒸 着 法 は 現 在 低 分 子 系 の 発 光 材 料 に 対 し て 広 く 用 い ら れ て い る 成 膜 方
法 で は あ る が 、 真 空 設 備 を 必 要 と す る 点 、 大 面 積 に な る ほ ど 有 機 薄 膜 を 均 一 の 厚 さ に 成 膜
す る こ と 、 お よ び 高 精 細 の パ タ ー ン を 形 成 す る こ と が 困 難 に な る 点 な ど の 問 題 点 を 有 し て
お り 、 必 ず し も 大 面 積 パ ネ ル の 量 産 に 適 し た 方 法 と は 言 え な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 大 面 積 化 、 量 産 化 に 適 し た 素 子 作 製 方 法 と し て は 、 高 分 子 系 発 光 材 料 を ス
ピ ン コ ー ト 法 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 、 印 刷 法 な ど に よ り 成 膜 す る 方 法 が 開 発 さ れ て い る 。 こ
れ ら の 方 法 は 蛍 光 発 光 性 高 分 子 材 料 で は 広 く 行 わ れ て い る 方 法 で あ る が 、 燐 光 発 光 性 高 分
子 材 料 に つ い て も 開 発 が 行 わ れ て お り 、 側 鎖 に 燐 光 発 光 部 位 と キ ャ リ ア 輸 送 部 位 を 有 す る
燐 光 発 光 性 高 分 子 材 料 を 用 い 、 ５ ％ を 越 え る 外 部 量 子 効 率 が 得 ら れ る こ と が 報 告 さ れ て い
る （ 非 特 許 文 献 ３ ： Proceedings of The 11th International Workshop on Inorganic an
d Organic Electroluminescence(EL2002), p.283-286, 2002） 。 な お 、 こ の 文 献 に お い て
ホ ー ル 輸 送 部 位 に は ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル 構 造 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 記 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 材 料 は 、 未 だ に 、 外 部 量 子 効 率 は 蛍 光 発 光 の 限 界 で あ
る ５ ％ を 僅 か に 越 え た ６ ％ 程 度 に 留 ま っ て お り 、 本 来 燐 光 発 光 に 期 待 さ れ る 高 い 外 部 量 子
効 率 は 得 ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 第 ０ １ ／ ４ ５ ５ １ ２ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 非 特 許 文 献 １ 】 Appl.Phys.Lett.,５ １ 巻 , ９ １ ３ 頁 , 1987年
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Appl.Phys.Lett., ９ ０ 巻 , 5048頁 , 2001年
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Proceedings of The 11th International Workshop on Inorganic and 
Organic Electroluminescence(EL2002), p.283-286, 2002
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 現 在 ま で に 、 大 面 積 化 、 量 産 化 に 適 し た 高 効 率 発 光 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 材 料 が 開 発 さ れ
て は い る が 、 十 分 な 高 発 光 効 率 で 低 電 圧 駆 動 が 可 能 な 燐 光 発 光 材 料 お よ び こ れ を 用 い た 有
機 発 光 素 子 は 未 だ 得 ら れ て い な い 。 そ こ で 、 本 発 明 は 、 低 電 圧 で 高 発 光 効 率 が 得 ら れ 、 大
面 積 化 お よ び 量 産 化 に 適 し た 燐 光 発 光 性 高 分 子 材 料 お よ び こ れ を 用 い た 有 機 発 光 素 子 を 提
供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 こ れ ま で 燐 光 発 光 性 高 分 子 材 料 に 用 い ら れ て い る ホ ー ル 輸 送 部 位 が ビ ニ
ル カ ル バ ゾ ー ル 構 造 で あ る た め 、 駆 動 電 圧 が 高 く 、 電 力 効 率 が 低 い と 考 え 、 種 々 検 討 し た
結 果 、 ホ ー ル 輸 送 部 位 と し て ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 構 造 を 用 い る こ と に よ り 、 駆 動 電 圧 が 低
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下 し 、 外 部 量 子 効 率 が 向 上 す る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 以 下 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 お よ び 有 機 発 光 素 子 に 関 す る 。
１ ． 式 （ １ ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ 1 ～ Ｒ 2 7 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ ア ノ 基 、 ア ミ ノ 基
、 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 を 表 す 。 ま た 、 Ｒ 1 ～
Ｒ 1 9 の う ち 、 同 一 の フ ェ ニ ル 基 の 隣 接 す る 炭 素 原 子 に そ れ ぞ れ 結 合 し て い る 基 は 、 互 い に
結 合 し て 縮 合 環 を 形 成 し て も よ い 。 Ｒ 2 8 は 、 水 素 原 子 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基
を 表 す 。 Ｘ は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2

－ 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ）
、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有 機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ）
、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数
１ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原
子 、 も し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ） を 表 す 。 ｐ は ０ ま た は １ で あ る 。 ） と
燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 。
２ ． 式 （ ２ ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 ：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ 2 9 ～ Ｒ 3 4 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 ま た は 炭
素 数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 を 表 す 。 Ｘ は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ
－ ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル
基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） 、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有
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機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但
し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か
ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原 子 、 も し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ） を 表 す 。 ｐ
は ０ ま た は １ で あ る 。 ） と 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む 前 記 １ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分
子 化 合 物 。
３ ． さ ら に 電 子 輸 送 性 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む 前 記 １ ま た は ２ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合
物 。
４ ． 電 子 輸 送 性 の モ ノ マ ー 単 位 の 電 子 輸 送 性 部 位 が 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ゾ
ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ジ ン 誘 導 体 、 ベ ン ゾ オ キ サ ゾ ー ル 誘 導 体 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 、 お よ
び キ ノ リ ノ ー ル 誘 導 体 金 属 錯 体 か ら 選 択 さ れ る 前 記 ３ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 。
５ ． 前 記 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 が 重 合 性 基 と 燐 光 発 光 部 位 を 含 み 、 燐 光 発 光 部 位 が 燐 光
発 光 性 高 分 子 の 側 鎖 に 含 ま れ る 前 記 １ ま た は ２ に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 。
６ ． 前 記 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 が 遷 移 金 属 錯 体 を 含 む 前 記 １ ま た は ２ に 記 載 の 燐 光 発 光
性 高 分 子 化 合 物 。
７ ． 陽 極 と 陰 極 に 挟 ま れ た 一 ま た は 複 数 の 高 分 子 層 を 含 む 有 機 発 光 素 子 に お い て 、 前 記 高
分 子 層 の 少 な く と も 一 層 が 前 記 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物
を 含 む 有 機 発 光 素 子 。
８ ． 陽 極 が 、 Ｕ Ｖ オ ゾ ン 照 射 処 理 又 は 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 さ れ て い る 前 記 ７ に 記 載 の 有 機
発 光 素 子 。
９ ． 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 が 、 有 機 物 を 含 む ガ ス に よ る 処 理 で あ る 前 記 ８ に 記 載 の 有 機 発 光
素 子 。
１ ０ ． 有 機 物 を 含 む ガ ス が 、 フ ル オ ロ カ ー ボ ン 及 び ／ ま た は メ タ ン の 少 な く と も 一 種 以 上
を 含 む ガ ス で あ る 前 記 ９ に 記 載 の 有 機 発 光 素 子 。
１ １ ． 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 が 、 酸 素 及 び ／ ま た は ア ル ゴ ン の 少 な く と も 一 種 以 上 を 含 む ガ
ス に よ る 処 理 で あ る 前 記 ８ に 記 載 の 有 機 発 光 素 子 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 に よ り 、 式 （ １ ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 と 、 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む 燐
光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 が 提 供 さ れ る 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 中 、 Ｒ 1 ～ Ｒ 2 7 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ ア ノ 基 、 ア ミ ノ 基
、 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 を 表 す 。 ま た 、 Ｒ 1 ～
Ｒ 1 9 の う ち 、 同 一 の フ ェ ニ ル 基 の 隣 接 す る 炭 素 原 子 に そ れ ぞ れ 結 合 し て い る 基 は 、 互 い に
結 合 し て 縮 合 環 を 形 成 し て も よ い 。 Ｒ 2 8 は 、 水 素 原 子 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基
を 表 す 。 Ｘ は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2

－ 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ）
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、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有 機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ）
、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数
１ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原
子 、 も し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ） を 表 す 。 ｐ は ０ ま た は １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 は 、 式 （ １ ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 と 燐 光 発 光 性 モ
ノ マ ー 単 位 を 含 む 共 重 合 体 で あ る 。 式 （ １ ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 は ト リ フ ェ ニ ル ア ミ
ン 構 造 の 部 分 、 炭 素 － 炭 素 二 重 結 合 に 由 来 す る 重 合 鎖 を 形 成 す る 部 分 、 お よ び こ れ ら を 結
合 す る 連 結 基 Ｘ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 式 （ １ ） に お け る Ｒ 1 ～ Ｒ 2 7 と し て は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ ア ノ 基 、 ア ミ ノ 基
、 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 を 挙 げ る こ と が で き る
。 Ｒ 1 ～ Ｒ 2 7 に 用 い ら れ る ハ ロ ゲ ン 原 子 と し て は 、 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 、 お よ び ヨ ウ 素 を
挙 げ る こ と が で き る 。 Ｒ 1 ～ Ｒ 2 7 に 用 い ら れ る 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 と し て は 、 メ チ
ル 基 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 イ ソ ブ チ ル 基 、 タ ー シ ャ リ ー
ブ チ ル 基 、 ア ミ ル 基 、 ヘ キ シ ル 基 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 Ｒ 1 ～ Ｒ 2 7 に 用 い ら れ る 炭 素
数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 と し て は 、 メ ト キ シ 基 、 エ ト キ シ 基 、 プ ロ プ キ シ 基 、 イ ソ プ ロ ポ
キ シ 基 、 イ ソ ブ ト キ シ 基 、 お よ び タ ー シ ャ ル ブ ト キ シ 基 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、
Ｒ 1 ～ Ｒ 1 9 の う ち 、 同 一 の フ ェ ニ ル 基 の 隣 接 す る 炭 素 原 子 に そ れ ぞ れ 結 合 し て い る 基 は 、
互 い に 結 合 し て 縮 合 環 を 形 成 し て も よ い 。
　 ｐ は ０ ま た は １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 式 （ １ ） に お け る ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 構 造 の 好 ま し い 具 体 例 と し て 、 式 （ Ｔ － １ ） か ら
（ Ｔ － １ １ ） に 示 す よ う な 構 造 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 式 （ １ ） に お け る Ｒ 2 8 と し て は 水 素 原 子 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 を 挙 げ る こ
と が で き る 。 Ｒ 2 8 に 用 い ら れ る 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 と し て は 、 メ チ ル 基 、 エ チ ル 基
、 プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 イ ソ ブ チ ル 基 、 タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル 基 、 ア ミ
ル 基 、 ヘ キ シ ル 基 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 に 好 ま し い 式 （ １ ） の モ ノ マ ー 単 位 は 式 （ ２ ） で 示 さ れ る 構 造 を 有 す る も の で あ る 。
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 中 、 Ｒ 2 9 ～ Ｒ 3 4 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ６ の ア ル キ ル 基 ま た は 炭
素 数 １ ～ ６ の ア ル コ キ シ 基 を 表 す 。
　 Ｘ は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 －
Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） 、 － Ｃ
Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有 機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄
原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４
の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原 子 、 も
し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ） を 表 す 。 ｐ は ０ ま た は １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 式 （ １ ） ま た は （ ２ ） に お け る 連 結 基 Ｘ と し て は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄
原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４
の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） 、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基
（ 但 し 、 有 機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 －
Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び
－ Ｃ Ｏ － か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原 子 、 も し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ）
を 挙 げ る こ と が で き る 。 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2

－ 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ）
、 － Ｃ Ｏ － は 、 こ れ ら の う ち の １ 個 ま た は 複 数 が 単 独 で 、 ま た は 他 の 基 と 組 み 合 わ せ で 含
ま れ て い て も よ い 。 連 結 基 Ｘ の 例 と し て は 、 式 （ Ｓ － １ ） か ら （ Ｓ － １ ５ ） に 示 す 構 造 の
も の を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 Ｒ 3 5 、 Ｒ 3 6 お よ び Ｒ 3 7 は そ れ ぞ れ 独 立 し て メ チ レ ン 基 ま た は 置 換 も し く は 未 置
換 の フ ェ ニ レ ン 基 を 示 す 。 ｋ 、 ｍ お よ び ｎ は そ れ ぞ れ 独 立 し て ０ 、 １ ま た は ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 に お け る 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 は 、 燐 光 発 光 部 位 、 炭 素 －
炭 素 二 重 結 合 に 由 来 す る 重 合 鎖 を 形 成 す る 部 分 、 お よ び こ れ ら を 結 合 す る 連 結 基 と か ら 構
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成 さ れ る 。 す な わ ち 、 典 型 的 に は 、
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 （ Ｐ Ｌ ） は 燐 光 発 光 部 位 、 Ｙ は 式 （ １ ） に お け る Ｘ と 同 様 に 定 義 さ れ る 連 結 基 、
Ｒ 3 8 は 同 じ く Ｒ 2 8 と 同 様 に 定 義 さ れ る 置 換 基 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 に お け る 燐 光 発 光 性 部 位 （ Ｐ Ｌ ） と し て は 、 室 温 で 燐 光 を 発 光
す る 化 合 物 の 一 価 基 を 用 い る こ と が で き る が 、 遷 移 金 属 錯 体 の 一 価 基 が 好 ま し い 。 す な わ
ち 、 １ 個 以 上 の 配 位 子 が 中 心 原 子 Ｍ に 配 位 し 、 こ れ ら の 配 位 子 の い ず れ か が 連 結 基 Ｙ に 結
合 す る 構 造 で あ れ ば よ い 。 上 記 の 遷 移 金 属 錯 体 に 使 用 さ れ る 遷 移 金 属 （ Ｍ ） は 、 周 期 律 表
の 第 一 遷 移 元 素 系 列 す な わ ち 原 子 番 号 ２ １ の Ｓ ｃ か ら ３ ０ の Ｚ ｎ ま で 、 第 二 遷 移 元 素 系 列
す な わ ち 原 子 番 号 ３ ９ の Ｙ か ら ４ ８ の Ｃ ｄ ま で 、 第 三 遷 移 元 素 系 列 す な わ ち 原 子 番 号 ７ ２
の Ｈ ｆ か ら ８ ０ の Ｈ ｇ ま で の い ず れ か の 金 属 原 子 で あ る 。 こ れ ら の 遷 移 金 属 の 中 で 、 Ｐ ｄ
、 Ｏ ｓ 、 Ｉ ｒ 、 Ｐ ｔ お よ び Ａ ｕ が 好 ま し く 、 特 に Ｉ ｒ お よ び Ｐ ｔ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 の 遷 移 金 属 錯 体 の 配 位 子 と し て は 、 G. Wilkinson (Ed.), Comprehensive Co
ordination Chemistry (Plenum Press, 1987)、 山 本 明 夫 ， 「 有 機 金 属 化 学 － 基 礎 と 応 用
－ 」 （ 裳 華 房 、 1982年 ） に 記 載 の 配 位 子 な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。 中 で も 、 ハ ロ ゲ ン
配 位 子 、 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 配 位 子 （ フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン 系 配 位 子 、 ベ ン ゾ チ エ ニ ル ピ リ ジ ン 系
配 位 子 、 ベ ン ゾ キ ノ リ ン 系 配 位 子 、 キ ノ リ ノ ー ル 系 配 位 子 、 ビ ピ リ ジ ル 系 配 位 子 、 タ ー ピ
リ ジ ン 系 配 位 子 、 フ ェ ナ ン ト ロ リ ン 系 配 位 子 等 ） 、 ジ ケ ト ン 配 位 子 （ ア セ チ ル ア セ ト ン 配
位 子 、 ジ ピ バ ロ イ ル メ タ ン 配 位 子 等 ） 、 カ ル ボ ン 酸 配 位 子 （ 酢 酸 配 位 子 等 ） 、 リ ン 配 位 子
（ ト リ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン 系 配 位 子 等 、 亜 リ ン 酸 エ ス テ ル 系 配 位 子 等 ） 、 一 酸 化 炭 素 配 位
子 、 イ ソ ニ ト リ ル 配 位 子 、 お よ び シ ア ノ 配 位 子 が 好 ま し い 。 ま た 、 ピ ラ ゾ リ ル ボ レ ー ト 配
位 子 （ ヒ ド ロ ト リ ス ピ ラ ゾ リ ル ボ レ ー ト 、 テ ト ラ キ ス ピ ラ ゾ リ ル ボ レ ー ト 等 ） も 用 い る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の 遷 移 金 属 錯 体 の 配 位 子 の 特 に 好 ま し い 具 体 例 と し て は 、 式 （ Ｌ － １ ） か ら （ Ｌ －
１ ０ ） に 示 す 構 造 の も の を 挙 げ る こ と が で き る 。
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【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ つ の 遷 移 金 属 錯 体 は 複 数 種 類 の 配 位 子 を 含 ん で い て も よ い 。 さ ら に 、 上 記 の 遷 移 金 属
錯 体 と し て 二 核 錯 体 あ る い は 多 核 錯 体 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 に お け る 連 結 基 （ Ｙ ） は 、 上 記 遷 移 金 属 錯 体 （ Ｐ Ｌ ） と 、 炭 素
― 炭 素 二 重 結 合 に 由 来 す る 重 合 鎖 を 結 合 す る 部 分 で あ る 。 こ の 連 結 基 と し て は 、 単 結 合 、
酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ
は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） 、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素
数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有 機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、
－ Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ
ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原 子 、 も し く は 基 に よ っ て
置 換 さ れ て い て も よ い 。 ） を 挙 げ る こ と が で き る 。 連 結 基 に 用 い ら れ る 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の
２ 価 の 有 機 基 と し て は 、 前 記 式 （ １ ） に お け る 連 結 基 Ｘ の 場 合 と 同 様 に 、 式 （ Ｓ － １ ） か
ら （ Ｓ － １ ５ ） に 示 す 構 造 の も の を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 式 （ １ ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 と 、 上 記 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 か ら な る 共 重 合 体 に
お け る モ ノ マ ー の 配 列 と し て は 、 ラ ン ダ ム 共 重 合 体 、 ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 、 交 互 共 重 合 体 の
い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 燐 光 発 光 性 共 重 合 体 は 、 式 （ １ ） で 示 さ れ る モ ノ マ ー 単 位 と 燐 光 発 光 性
モ ノ マ ー 単 位 の 他 に 第 三 の モ ノ マ ー 単 位 を 含 ん で い て も よ い 。 前 記 第 三 の モ ノ マ ー 単 位 と
し て は 、 他 の 燐 光 発 光 性 の モ ノ マ ー 単 位 、 ホ ー ル 輸 送 性 の モ ノ マ ー 単 位 、 電 子 輸 送 性 の モ
ノ マ ー 単 位 、 お よ び 両 極 性 の モ ノ マ ー 単 位 の い ず れ を も 用 い る こ と が 可 能 で あ る が 、 こ の
う ち 電 子 輸 送 性 の モ ノ マ ー 単 位 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 第 三 の モ ノ マ ー 単 位 と し て 使 用 可 能 な 電 子 輸 送 性 の モ ノ マ ー 単 位 は 、 電 子 輸 送 性 部
位 、 炭 素 － 炭 素 二 重 結 合 に 由 来 す る 重 合 鎖 を 形 成 す る 部 分 、 お よ び こ れ ら を 結 合 す る 連 結
基 と か ら 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 電 子 輸 送 性 の モ ノ マ ー 単 位 に お け る 電 子 輸 送 性 部 位 と し て は 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 誘 導 体
、 ト リ ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ジ ン 誘 導 体 、 ベ ン ゾ オ キ サ ゾ ー ル 誘 導 体 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 誘
導 体 、 お よ び キ ノ リ ノ ー ル 誘 導 体 金 属 錯 体 の 一 価 基 な ど を 挙 げ る こ と が で き 、 具 体 的 な 例
と し て は 、 式 （ Ｅ － １ ） か ら （ Ｅ － ５ ） に 示 す 構 造 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 電 子 輸 送 性 モ ノ マ ー 単 位 に お け る 連 結 基 は 、 上 記 電 子 輸 送 部 位 と 、 炭 素 ― 炭 素 二 重 結 合
に 由 来 す る 重 合 鎖 を 結 合 す る 部 分 で あ る 。 こ の 連 結 基 と し て は 、 単 結 合 、 酸 素 原 子 （ － Ｏ
－ ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭
素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ） 、 － Ｃ Ｏ － 、 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２
価 の 有 機 基 （ 但 し 、 有 機 基 は 酸 素 原 子 （ － Ｏ － ） 、 硫 黄 原 子 （ － Ｓ － ） 、 － Ｓ Ｏ － 、 － Ｓ
Ｏ 2 － 、 － Ｎ Ｒ － （ 但 し 、 Ｒ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 を 表 す
。 ） お よ び － Ｃ Ｏ － か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 原 子 、 も し く は 基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て
も よ い 。 ） を 挙 げ る こ と が で き る 。 連 結 基 に 用 い ら れ る 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ２ 価 の 有 機 基 と
し て は 、 前 記 式 （ １ ） に お け る 連 結 基 Ｘ の 場 合 と 同 様 に 、 式 （ Ｓ － １ ） か ら （ Ｓ － １ ５ ）
に 示 す 構 造 の も の を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 高 分 子 の 重 合 度 は 、 ５ ～ 10,000が 好 ま し く 、 １ ０ ～ 5,000が さ ら に
好 ま し い 。
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　 高 分 子 の 分 子 量 は そ の 構 成 モ ノ マ ー の 分 子 量 と 重 合 度 に よ っ て 決 ま る た め 、 本 発 明 に 用
い ら れ る 高 分 子 の 分 子 量 の 好 適 な 範 囲 を 一 概 に 定 め る こ と は 困 難 で あ る 。 し い て 挙 げ る な
ら ば 、 本 発 明 に 用 い ら れ る 高 分 子 の 分 子 量 は 、 上 記 の 重 合 度 と は 独 立 し て 重 量 平 均 分 子 量
で 1,000～ 2,000,000が 好 ま し く 、 5000～ 1,000,000が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 分 子 量 の 測 定 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 高 分 子 学 会 編 「 高 分 子 化 学 の 基 礎 」 （ 東
京 化 学 同 人 、 1978年 ） に 記 載 さ れ て い る 方 法 、 即 ち Ｇ Ｐ Ｃ 法 （ ゲ ル パ ー ミ エ ー シ ョ ン ク ロ
マ ト グ ラ フ ィ ー ） 、 浸 透 圧 に よ る 方 法 、 光 散 乱 法 、 超 遠 心 法 な ど 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 に お い て 、 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 の 繰 り 返 し 数 を ｒ 、 キ ャ
リ ア 輸 送 性 モ ノ マ ー 単 位 の 繰 り 返 し 数 （ ホ ー ル 輸 送 性 モ ノ マ ー 単 位 の 繰 り 返 し 数 と 電 子 輸
送 性 モ ノ マ ー 単 位 の 繰 り 返 し 数 の 合 計 ） を ｓ と し た と き （ ｒ 、 ｓ は １ 以 上 の 整 数 ） 、 全 体
の モ ノ マ ー 単 位 の 繰 り 返 し 数 に 対 す る 燐 光 発 光 性 モ ノ マ ー 単 位 の 繰 り 返 し 数 の 割 合 、 す な
わ ち ｒ ／ （ ｒ ＋ ｓ ） の 値 は 望 ま し く は 0.0001～ 0.2で あ る 。 ま た 、 さ ら に 望 ま し く は 0.001
～ 0.1で あ る 。 な お 、 式 （ １ ） の モ ノ マ ー 単 位 は 、 一 般 的 に は ホ ー ル 輸 送 性 モ ノ マ ー 単 位
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 構 成 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 透 明 基 板 （ １ ） 上 に 設 け
た 陽 極 （ ２ ） と 陰 極 （ ６ ） の 間 に ホ ー ル 輸 送 層 （ ３ ） 、 発 光 層 （ ４ ） 、 電 子 輸 送 層 （ ５ ）
を 順 次 設 け た も の で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 構 成 は 図 １ の 例 の み に 限 定 さ れ ず
、 陽 極 と 陰 極 の 間 に 順 次 、 １ ） ホ ー ル 輸 送 層 ／ 発 光 層 、 ２ ） 発 光 層 ／ 電 子 輸 送 層 、 の い ず
れ か を 設 け た も の で も よ く 、 さ ら に は ３ ） ホ ー ル 輸 送 材 料 、 発 光 材 料 、 電 子 輸 送 材 料 を 含
む 層 、 ４ ） ホ ー ル 輸 送 材 料 、 発 光 材 料 を 含 む 層 、 ５ ） 発 光 材 料 、 電 子 輸 送 材 料 を 含 む 層 、
６ ） 発 光 材 料 の 単 独 層 、 の い ず れ か の 層 を 一 層 設 け る だ け で も よ い 。 ま た 、 図 １ に 示 し た
発 光 層 は １ 層 で あ る が 、 ２ つ 以 上 の 発 光 層 が 積 層 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 に お い て は 、 上 記 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 の み で 発 光 層 を 形 成
す る こ と が で き る 。 ま た 、 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 の キ ャ リ ア 輸 送 性 を 補 う た め に 他 の キ
ャ リ ア 輸 送 性 化 合 物 を 混 合 し て 組 成 物 と し 、 こ れ で 発 光 層 を 形 成 す る こ と も で き る 。 即 ち
、 本 発 明 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 の ホ ー ル 輸 送 性 を 補 う 場 合 に は ホ ー ル 輸 送 性 化 合 物 を
混 合 す る こ と が で き 、 ま た 電 子 輸 送 性 を 補 う 場 合 に は 電 子 輸 送 性 化 合 物 を 混 合 す る こ と が
で き る 。 こ こ で 、 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 に 混 合 す る キ ャ リ ア 輸 送 性 化 合 物 は 低 分 子 化 合
物 お よ び 高 分 子 化 合 物 の い ず れ で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 に 混 合 す る 低 分 子 の ホ ー ル 輸 送 性 化 合 物 と し て は 、 Ｔ Ｐ
Ｄ （ Ｎ ， Ｎ '－ ビ ス （ ３ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） － Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル ベ ン ジ ジ ン ） 、 α － Ｎ
Ｐ Ｄ （ ４ ， ４ '－ ビ ス ［ Ｎ － （ １ － ナ フ チ ル ） － Ｎ － フ ェ ニ ル ア ミ ノ ］ ビ フ ェ ニ ル ） 、 ｍ
－ Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ （ ４ 、 ４ '， ４ ''－ ト リ ス （ ３ － メ チ ル フ ェ ニ ル フ ェ ニ ル ア ミ ノ ） ト リ フ
ェ ニ ル ア ミ ン ） な ど の ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 誘 導 体 な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上
記 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 に 混 合 す る 高 分 子 の ホ ー ル 輸 送 性 化 合 物 と し て は 、 ポ リ ビ ニ
ル カ ル バ ゾ ー ル 、 ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 系 の 低 分 子 化 合 物 に 重 合 性 官 能 基 を 導 入 し て 高 分 子
化 し た も の 、 例 え ば 特 開 平 8-157575号 公 報 に 開 示 さ れ て い る ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 骨 格 の 高
分 子 化 合 物 な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 上 記 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 に 混 合 す る 低 分 子 の 電 子 輸 送 性 化 合 物 と し て は 、
Ａ ｌ (ｑ ) 3 （ ト リ ス ア ル ミ ニ ウ ム キ ノ リ ノ ー ル ； ｑ は キ ノ リ ノ ー ル ま た は そ の 誘 導 体 を 表
わ す 。 ） な ど の キ ノ リ ノ ー ル 誘 導 体 金 属 錯 体 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ゾ ー ル 誘
導 体 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ジ ン 誘 導 体 な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記
の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 に 混 合 す る 高 分 子 の 電 子 輸 送 性 化 合 物 と し て は 、 上 記 の 低 分 子
の 電 子 輸 送 性 化 合 物 に 重 合 性 官 能 基 を 導 入 し て 高 分 子 化 し た も の 、 例 え ば 特 開 平 10-1665
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号 公 報 に 開 示 さ れ て い る ポ リ Ｐ Ｂ Ｄ な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 の 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 を 成 膜 し て 得 ら れ る 膜 の 物 性 等 を 改 良 す る 目 的 で
、 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 の 発 光 特 性 に 直 接 的 に は 関 与 し な い 高 分 子 化 合 物 を 混 合 し て 組
成 物 と し 、 こ れ を 発 光 材 料 と し て 用 い る こ と も で き る 。 例 え ば 、 得 ら れ る 膜 に 柔 軟 性 を 付
与 す る た め に Ｐ Ｍ Ｍ Ａ （ ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ － ト ） な ど を 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 に お い て 、 ホ ー ル 輸 送 層 を 形 成 す る ホ ー ル 輸 送 材 料 と し て は 、 Ｔ
Ｐ Ｄ （ Ｎ ， Ｎ '－ ビ ス （ ３ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） － Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル ベ ン ジ ジ ン ） 、 α －
Ｎ Ｐ Ｄ （ ４ ， ４ '－ ビ ス ［ Ｎ － （ １ － ナ フ チ ル ） － Ｎ － フ ェ ニ ル ア ミ ノ ］ ビ フ ェ ニ ル ） 、
ｍ － Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ （ ４ 、 ４ '， ４ ''－ ト リ ス （ ３ － メ チ ル フ ェ ニ ル フ ェ ニ ル ア ミ ノ ） ト リ
フ ェ ニ ル ア ミ ン ） な ど の ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 誘 導 体 、 ポ リ ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル な ど を 例 示
す る こ と が で き る 。 ま た 、 ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 系 の 低 分 子 化 合 物 に 重 合 性 官 能 基 を 導 入 し
て 高 分 子 化 し た も の 、 例 え ば 特 開 平 8-157575号 公 報 に 開 示 さ れ て い る ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン
骨 格 の 高 分 子 化 合 物 な ど も 使 用 で き 、 さ ら に ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン 、 ポ リ ジ ア ル キ
ル フ ル オ レ ン な ど の 高 分 子 材 料 も 使 用 で き る 。 こ れ ら の ホ ー ル 輸 送 材 料 は 単 独 で も 用 い ら
れ る が 、 異 な る ホ ー ル 輸 送 材 料 と 混 合 ま た は 積 層 し て 用 い て も よ い 。 ホ ー ル 輸 送 層 の 厚 さ
は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 １ ｎ ｍ ～ ５ μ ｍ が 好 ま し く 、 ５ ｎ ｍ ～ １ μ ｍ が よ り 好
ま し く 、 １ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 に お い て 、 電 子 輸 送 層 を 形 成 す る 電 子 輸 送 材 料 と し て は 、 Ａ ｌ (
ｑ ) 3 （ ト リ ス ア ル ミ ニ ウ ム キ ノ リ ノ ー ル ） な ど の キ ノ リ ノ ー ル 誘 導 体 金 属 錯 体 、 オ キ サ ジ
ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 、 ト リ ア ジ ン 誘 導 体 な ど を 例
示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 の 低 分 子 の 電 子 輸 送 性 化 合 物 に 重 合 性 官 能 基 を 導 入 し て
高 分 子 化 し た も の 、 例 え ば 特 開 平 10-1665号 公 報 に 開 示 さ れ て い る ポ リ Ｐ Ｂ Ｄ （ 2-(4-tert
-Butylphenyl)-5-(4-biphenylyl)-1,3,4-oxadiazole） な ど も 使 用 で き る 。 こ れ ら の 電 子
輸 送 材 料 は 単 独 で も 用 い ら れ る が 、 異 な る 電 子 輸 送 材 料 と 混 合 ま た は 積 層 し て 用 い て も よ
い 。 電 子 輸 送 層 の 厚 さ は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 １ ｎ ｍ ～ ５ μ ｍ が 好 ま し く 、 ５
ｎ ｍ ～ １ μ ｍ が よ り 好 ま し く 、 １ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の 発 光 層 に 用 い ら れ る 燐 光 発 光 性 高 分 子 化 合 物 、 ホ ー ル 輸 送 層 に 用 い ら れ る ホ ー ル
輸 送 材 料 お よ び 電 子 輸 送 層 に 用 い ら れ る 電 子 輸 送 材 料 は 、 そ れ ぞ れ 単 独 で 各 層 を 形 成 す る
ほ か に 、 高 分 子 材 料 を バ イ ン ダ と し て 各 層 を 形 成 す る こ と も で き る 。 こ れ に 使 用 さ れ る 高
分 子 材 料 と し て は 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ
ス ル ホ ン 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン オ キ サ イ ド な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の 発 光 層 、 ホ ー ル 輸 送 層 お よ び 電 子 輸 送 層 法 は 、 抵 抗 加 熱 蒸 着 法 、 電 子 ビ ー ム 蒸 着
法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 、 ス ピ ン コ ー ト 法 、 印 刷 法 、 ス プ レ ー 法 、 デ ィ
ス ペ ン サ ー 法 な ど に よ り 形 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 低 分 子 化 合 物 の 場 合 は 主 と し て 抵 抗
加 熱 蒸 着 法 お よ び 電 子 ビ ー ム 蒸 着 法 が 用 い ら れ 、 高 分 子 化 合 物 の 場 合 は 主 に イ ン ク ジ ェ ッ
ト 法 、 印 刷 法 、 ス ピ ン コ ー ト 法 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 発 光 層 の 陰 極 側 に 隣 接 し て 、 ホ ー ル が 発 光 層 を 通 過 す る こ と を 抑 え 、 発 光 層 内 で
電 子 と 効 率 よ く 再 結 合 さ せ る 目 的 で 、 ホ ー ル ・ ブ ロ ッ ク 層 が 設 け ら れ て も よ い 。 こ れ に 用
い ら れ る 材 料 と し て は 、 ト リ ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 誘 導 体 、 フ ェ ナ ン ト ロ リ
ン 誘 導 体 な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 の 陽 極 材 料 と し て は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ ） 、 酸 化 錫 、
酸 化 亜 鉛 、 ポ リ チ オ フ ェ ン 、 ポ リ ピ ロ ー ル 、 ポ リ ア ニ リ ン な ど の 導 電 性 高 分 子 な ど の 既 知
の 透 明 導 電 材 料 が 使 用 で き る 。 こ の 透 明 導 電 材 料 に よ る 電 極 の 表 面 抵 抗 は １ ～ ５ ０ Ω ／ □
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（ オ ー ム ／ ス ク エ ア ー ） で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら の 陽 極 材 料 の 成 膜 方 法 と し て は 、
電 子 ビ ー ム 蒸 着 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 化 学 反 応 法 、 コ ー テ ィ ン グ 法 な ど を 用 い る こ と が
で き る 。 陽 極 の 厚 さ は ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 陽 極 と ホ ー ル 輸 送 層 ま た は 陽 極 に 隣 接 し て 積 層 さ れ る 有 機 層 の 間 に 、 ホ ー ル 注 入
に 対 す る 注 入 障 壁 を 緩 和 す る 目 的 で 陽 極 バ ッ フ ァ 層 が 挿 入 さ れ て い て も よ い 。 こ れ に は 銅
フ タ ロ シ ア ニ ン 、 ポ リ エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン （ Ｐ Ｅ Ｄ Ｏ Ｔ ） と ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ
ン 酸 （ Ｐ Ｐ Ｓ ） の 混 合 体 な ど を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 陽 極 の 表 面 を 種 々 の 表 面 処 理
を 施 し た 後 に 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 こ こ で 言 う 「 陽 極 の 表 面 処 理 」 と は 、 透 明 基 板 上
に 陽 極 を 形 成 し た 後 に 行 う も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば Ｕ Ｖ オ ゾ ン 照 射 処 理 ま た は 高
周 波 プ ラ ズ マ 処 理 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 さ ら に 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 と し て は 、 例 え
ば （ １ ） フ ル オ ロ カ ー ボ ン や メ タ ン 等 の 有 機 物 を 含 む ガ ス に よ る 被 膜 処 理 ま た は エ ッ チ ン
グ 処 理 、 あ る い は （ ２ ） 酸 素 や ア ル ゴ ン 等 の ガ ス に よ る エ ッ チ ン グ 処 理 等 を 挙 げ る こ と が
で き る 。
　 こ れ ら の 処 理 は 、 い ず れ か ひ と つ を 行 っ て も 複 数 の 方 法 を 行 っ て も よ い 。 ま た 複 数 の 方
法 を 行 う 場 合 、 そ の 順 番 に 特 に 制 限 は な い 。
　 こ こ で い う 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 に よ る 被 膜 処 理 と は 、 「 プ ラ ズ マ 重 合 法 」 と も 言 わ れ る
。 ま た 、 被 膜 処 理 ま た は エ ッ チ ン グ 処 理 は 、 温 度 、 電 圧 、 真 空 度 な ど の 実 施 条 件 に よ り そ
の 度 合 い を 制 御 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 被 膜 処 理 の 場 合 は 形 成 さ れ る 薄 膜 の 膜 厚 、
撥 水 性 、 剥 離 強 度 ま た は 硬 度 等 の 膜 質 の 制 御 が 可 能 で あ り 、 ま た エ ッ チ ン グ 処 理 の 場 合 は
表 面 を 洗 浄 す る 程 度 、 平 滑 化 す る 程 度 ま た は 積 極 的 に 削 り 取 る 程 度 の 処 理 が 可 能 で あ る 。
　 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 の 陽 極 の 表 面 処 理 と し て 、 好 ま し く は 高 周 波 プ ラ ズ マ 処 理 で あ り
、 も っ と も 好 ま し く は フ ル オ ロ カ ー ボ ン ガ ス を 用 い る プ ラ ズ マ 重 合 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 有 機 発 光 素 子 の 陰 極 材 料 と し て は 、 仕 事 関 数 が 低 い Ｌ ｉ 、 Ｋ な ど の ア ル カ リ 金
属 や 、 Ｍ ｇ 、 Ｃ ａ 、 Ｂ ａ な ど の ア ル カ リ 土 類 金 属 を 用 い る の が 、 電 子 注 入 効 率 の 観 点 か ら
好 ま し い 。 ま た 、 こ れ ら の 金 属 と 比 較 し て 化 学 的 に 安 定 な Ａ ｌ 、 Ｍ ｇ Ａ ｇ 合 金 、 Ａ ｌ Ｌ ｉ
や Ａ ｌ Ｃ ａ な ど の Ａ ｌ と ア ル カ リ 金 属 の 合 金 な ど を 用 い る こ と も 望 ま し い 。 電 子 注 入 効 率
と 化 学 的 安 定 性 と を 両 立 さ せ る た め に は 、 特 開 平 2-15595号 公 報 、 特 開 平 5-121172号 公 報
に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 Ｃ ｓ 、 Ｃ ａ 、 Ｓ ｒ 、 Ｂ ａ な ど の ア ル カ リ 金 属 や ア ル カ リ 土 類 金
属 の 薄 層 （ 0.01～ １ ０ μ ｍ 程 度 ） を Ａ ｌ 層 の 下 に （ 陰 極 側 を 上 側 、 陽 極 側 を 下 側 と す る 。
） 挟 ん で も よ い 。 こ れ ら の 陰 極 材 料 の 成 膜 方 法 と し て は 、 抵 抗 加 熱 蒸 着 法 、 電 子 ビ ー ム 蒸
着 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 法 な ど を 用 い る こ と が で き る 。 陰 極 の 厚
さ は １ ０ ｎ ｍ ～ １ μ ｍ が 好 ま し く 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 素 子 の 基 板 と し て は 、 発 光 材 料 の 発 光 波 長 に 対 し て 透 明 な 絶 縁 性
基 板 が 使 用 で き 、 ガ ラ ス の ほ か 、 Ｐ Ｅ Ｔ （ ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） 、 ポ リ カ ー ボ ネ
ー ト 、 Ｐ Ｍ Ｍ Ａ （ ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ） を 始 め と す る 透 明 プ ラ ス チ ッ ク が 使 用 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 下 に 本 発 明 に つ い て 代 表 的 な 例 を 示 し 、 さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。 尚 、 こ れ ら は 説 明
の た め の 単 な る 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 は 何 ら こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 使 用 し た 測 定 装 置 は 以 下 の 通 り で あ る 。
１ ） 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ 、 1 3 Ｃ － Ｎ Ｍ Ｒ
　 　 日 本 電 子 （ JEOL） 製 　 JNM EX270
　 　 ２ ７ ０ Ｍ ｚ 　 溶 媒 ： 重 ク ロ ロ ホ ル ム
２ ） Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 （ 分 子 量 測 定 ）
　 　 カ ラ ム ： Shodex KF-G+KF804L+KF802+KF801
　 　 溶 離 液 ： テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン （ Ｔ Ｈ Ｆ ）
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　 　 温 度 　 ： ４ ０ ℃
　 　 検 出 器 ： Ｒ Ｉ （ Shodex RI-71）
３ ） Ｉ Ｃ Ｐ 元 素 分 析
　 　 島 津 製 作 所 製 　 ICPS 8000
【 ０ ０ ５ ０ 】
実 施 例 １ ： 重 合 性 化 合 物 ｖ ｉ Ｔ Ｐ Ｄ （ １ － １ ） の 合 成
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 下 記 の 操 作 に よ り 、 Ｔ Ｐ Ｄ （ Ｎ ， Ｎ '－ ビ ス （ ３ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） － Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ
ニ ル ベ ン ジ ジ ン ） に 重 合 性 基 （ ビ ニ ル 基 ） を 結 合 さ せ た 化 合 物 （ １ － １ ） （ 以 下 、 viTPD
と い う 。 ） を 合 成 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ １ ） Ｔ Ｐ Ｄ の ホ ル ミ ル 化
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 脱 水 Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ２ ０ ０ ｍ ｌ に オ キ シ 塩
化 り ん 11.2ｍ ｌ を 加 え 、 ３ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 、 Ｎ ， Ｎ '－ ビ ス （ ３ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） －
Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル ベ ン ジ ジ ン （ Ｔ Ｐ Ｄ ） 51.7ｇ を 加 え 、 ８ ０ ℃ で ２ 時 間 撹 拌 し た 。 反
応 後 、 反 応 液 を 1.0Ｍ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 2.5Ｌ に 滴 下 し 、 生 じ た 沈 殿 を ろ 取 し た 。 こ の
沈 殿 を ジ ク ロ ロ メ タ ン ５ ０ ０ ｍ ｌ に 溶 解 し 、 さ ら に 純 水 ５ ０ ０ ｍ ｌ を 加 え た 。 有 機 層 を 硫
酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （
展 開 液 ： ジ ク ロ ロ メ タ ン － ヘ キ サ ン 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留 去 し 、 黄 色 の 固 体 と
し て TPD-CHO（ １ － ２ ） を 得 た 。 収 量 21.6ｇ 。 収 率 ４ ０ ％ 。 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ に よ り 同 定 を 行 っ
た と こ ろ ２ 種 類 の 異 性 体 （ 異 性 体 ａ 、 異 性 体 ｂ ） の 混 合 物 で あ っ た 。 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ の 積 分
値 よ り 異 性 体 の 比 率 は 、 異 性 体 ａ ： 異 性 体 ｂ ＝ ２ ８ ： ７ ２ と 見 積 も ら れ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 10.06 (s, 1H, -CHO(異 性 体 ｂ ))，  9.82 (s, 1H, 
-CHO(異 性 体 ａ ))，  7.7-6.8 (m, 25H, ArH(異 性 体 ａ +異 性 体 ｂ ))，  2.54 (s, 3H, -CH 3 (
異 性 体 ｂ ))，  2.32 (s, 3H, -CH 3 (異 性 体 ａ ))，  2.28 (s, 3H, -CH 3 (異 性 体 ａ +異 性 体 ｂ )
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)。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ２ ） TPD-CHOの ビ ニ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 メ チ ル ト リ フ ェ ニ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ブ ロ マ イ ド 7.86ｇ に 脱 水
ベ ン ゼ ン １ ０ ０ ｍ ｌ と 脱 水 Ｔ Ｈ Ｆ ５ ０ ｍ ｌ を 加 え ０ ℃ に 冷 却 し 、 1.6Ｍ ブ チ ル リ チ ウ ム ヘ
キ サ ン 溶 液 13.8ｍ ｌ を シ リ ン ジ を 用 い て 滴 下 し 、 そ の ま ま １ ０ 分 間 撹 拌 し 、 ホ ス ホ ラ ン 溶
液 と し た 。 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 TPD-CHO（ １ － ２ ） 10.89ｇ に 脱 水 ベ ン ゼ ン １ ０ ０
ｍ ｌ を 加 え た 後 、 先 程 の ホ ス ホ ラ ン 溶 液 を シ リ ン ジ を 用 い て 加 え た 。 室 温 で ２ 時 間 撹 拌 し
て 反 応 さ せ た 後 、 Ｔ Ｌ Ｃ で 反 応 液 を 分 析 し た と こ ろ 、 原 料 で あ る TPD-CHOが ま だ 残 っ て い
た た め 、 先 程 の ホ ス ホ ラ ン 溶 液 と 同 じ 溶 液 を 先 程 の 半 分 量 だ け 加 え 、 室 温 で ２ 時 間 撹 拌 し
た 。 反 応 液 に 純 水 と ジ ク ロ ロ メ タ ン を 加 え 、 水 層 を ジ ク ロ ロ メ タ ン で ２ 回 抽 出 し た 。 有 機
層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ
ィ ー （ 展 開 液 ： ジ ク ロ ロ メ タ ン － ヘ キ サ ン の 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 ベ ン ゼ ン 溶 液 よ り 凍
結 乾 燥 し て 目 的 物 を 得 た 。 収 量 8.26ｇ 。 収 率 ７ ２ ％ 。 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ に よ り 同 定 を 行 っ た と
こ ろ ２ 種 類 の 異 性 体 （ viTPD異 性 体 ａ 、 viTPD異 性 体 ｂ ） の 混 合 物 （ １ － １ ） で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 7.5-6.8(m, 25H(異 性 体 ａ +異 性 体 ｂ ) + 1H(異 性
体 ｂ ), ArH(異 性 体 ａ +異 性 体 ｂ ) + -CH=CH 2 (異 性 体 ｂ )), 6.67 (dd, 1H, J=17.4, 11.2Hz
, -CH=CH 2 (異 性 体 ａ )), 5.64 (d, 1H, J=17.8Hz, -CH=CH2 (cis)(異 性 体 ａ )), 5.58 (d, 1
H, J=17.6Hz, -CH=CH2 (cis)(異 性 体 ｂ )), 5.21 (d, 1H, J=11.1Hz, -CH=CH2 (trans)(異 性
体 ｂ )), 5.16 (d, 1H, J=15.4Hz, -CH=CH2 (trans)(異 性 体 ａ )), 2.26 (s, 6H, -CH3 (異 性
体 ａ +異 性 体 ｂ ))。
【 ０ ０ ５ ６ 】
実 施 例 ２ ： 重 合 性 化 合 物 viPMTPD（ ２ － １ ） の 合 成
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【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ １ ） ３ ， ３ '－ ジ メ チ ル ベ ン ジ ジ ン の ジ ト リ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 ３ ， ３ '－ ジ メ チ ル ベ ン ジ ジ ン ５ ｇ 、 ３ － ヨ ー ド ト ル エ ン 1
1.30ｇ に 脱 水 キ シ レ ン ８ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 約 ５ ０ ℃ に 加 熱 し た 。 こ れ に 、 tert－ ブ ト キ シ カ
リ ウ ム 6.82ｇ 、 酢 酸 パ ラ ジ ウ ム ２ ３ ０ ｍ ｇ 、 ト リ － tert－ ブ チ ル ホ ス フ ィ ン ４ ６ ０ ｍ ｇ を
順 に 加 え 、 １ ２ ０ ℃ で ４ 時 間 撹 拌 し た 。 室 温 ま で 冷 却 し 、 反 応 液 に 純 水 ５ ０ ｍ ｌ を 加 え 、
酢 酸 エ チ ル で ２ 回 抽 出 し た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、
シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： 酢 酸 エ チ ル － ヘ キ サ ン の 混 合 溶 媒 ） で 精
製 し た 。 溶 媒 を 留 去 し た 後 、 メ タ ノ ー ル か ら 再 結 晶 し て ３ ， ３ '－ ジ メ チ ル － Ｎ ， Ｎ '－ ジ
－ ｍ － ト リ ル ベ ン ジ ジ ン （ ２ － ２ ） を 得 た 。 収 量 4.00ｇ 。 収 率 ４ ９ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ Ｍ
Ｒ で 行 っ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 7.42(d, 2H, J=1.6Hz, ArH), 7.36(dd, 2H, J=8
.2, 2.0Hz, ArH), 7.28(d, 2H, J=8.1Hz, ArH), 7.16(t, 2H, J=8.0Hz, ArH), 6.81(m, 4
H, ArH), 6.73(d, 2H, J=7.6Hz, ArH), 5.37(s, 2H, -NH), 2.31(s, 12H, -CH3 )。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ２ ） ３ ， ３ '－ ジ メ チ ル － Ｎ ， Ｎ '－ ジ － ｍ － ト リ ル ベ ン ジ ジ ン の ト リ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 ３ ， ３ '－ ジ メ チ ル － Ｎ ， Ｎ '－ ジ － ｍ － ト リ ル ベ ン ジ ジ ン
（ ２ － ２ ） 4.00ｇ 、 ３ － ヨ ー ド ベ ン ゼ ン 2.64ｇ に 脱 水 キ シ レ ン ５ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 約 ５ ０ ℃
に 加 熱 し た 。 こ れ に tert－ ブ ト キ シ カ リ ウ ム 1.27ｇ 、 酢 酸 パ ラ ジ ウ ム ２ ２ ５ ｍ ｇ 、 ト リ －
tert－ ブ チ ル ホ ス フ ィ ン ２ ０ ０ ｍ ｇ を 順 に 加 え 、 １ ２ ０ ℃ で ４ 時 間 撹 拌 し た 。 室 温 ま で 冷
却 し 、 反 応 液 に 純 水 ３ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 酢 酸 エ チ ル で ２ 回 抽 出 し た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ
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ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ト
ル エ ン － ヘ キ サ ン の 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留 去 し た 後 、 ヘ キ サ ン か ら 再 結 晶 し て
３ ， ３ '－ ジ メ チ ル － Ｎ ， Ｎ ， Ｎ '－ ト リ － ｍ － ト リ ル ベ ン ジ ジ ン （ ２ － ３ ） を 得 た 。 収 量
3.37ｇ 。 収 率 ７ ０ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 7.45(d, 2H, J=2.7Hz, ArH), 7.43(d, 2H, J=8.
1Hz, ArH), 7.4-7.0(m, 6H, ArH), 6.9-6.7(m, 8H, ArH), 5.40(s(br), 1H, -NH), 2.32(
s, 6H, -CH 3 ), 2.25(s, 6H, -CH 3 ), 2.08(s, 3H, -CH 3 )。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ ３ ） ス チ リ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 ３ ， ３ '－ ジ メ チ ル － Ｎ ， Ｎ ， Ｎ '－ ト リ － ｍ － ト リ ル ベ ン
ジ ジ ン （ ２ － ３ ） 1.93ｇ 、 tert－ ブ ト キ シ カ リ ウ ム ５ ８ ９ ｍ ｇ に 脱 水 ト ル エ ン ２ ０ ｍ ｌ を
加 え た 後 、 ４ － ブ ロ モ ス チ レ ン 0.58ｍ ｌ 、 酢 酸 パ ラ ジ ウ ム 9.0ｍ ｇ 、 ト リ － tert－ ブ チ ル
ホ ス フ ィ ン 28.3ｍ ｇ を 順 に 加 え 、 3.5時 間 撹 拌 し な が ら 還 流 し た 。 室 温 ま で 冷 却 し 、 純 水
２ ０ ｍ ｌ と 酢 酸 エ チ ル ２ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 水 層 を さ ら に ジ ク ロ ロ メ タ ン で ２ 回 抽 出 し た 。 有
機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ
フ ィ ー （ 展 開 液 ： ト ル エ ン － ヘ キ サ ン の 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留 去 し 、 ベ ン ゼ ン
よ り 凍 結 乾 燥 し て 白 色 の 固 体 と し て viPMTPD（ ２ － １ ） を 得 た 。 収 量 1.66ｇ 。 収 率 ７ １ ％
。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 7.5-6.7(m, 22H, ArH), 6.65(dd, 1H, J=17.4, 
10.9Hz, -CH=CH 2 ), 5.61(d, 1H, J=17.6Hz, -CH=CH2 (cis)), 5.12(d, 1H, J=11.1Hz, -CH
=CH 2 (trans)), 2.25(s, 9H, -CH3 ), 2.08(s, 6H, -CH 3 )。
【 ０ ０ ６ ３ 】
実 施 例 ３ ： 共 重 合 体 poly-(viTPD-co-IrST)の 合 成
【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 密 閉 容 器 に 実 施 例 １ で 作 成 し た viTPD（ １ － １ ） ９ ２ ０ ｍ ｇ お よ び IrST（ 式 （ ３ － １ ）
、 特 開 2003-113246号 に 記 載 さ れ て い る 方 法 に 準 じ て 合 成 し た 。 ） ８ ０ ｍ ｇ を 入 れ 、 脱 水
ト ル エ ン 9.0ｍ ｌ を 加 え た 後 、 V-601（ 和 光 純 薬 工 業 製 ） の 0.1Ｍ ト ル エ ン 溶 液 １ ８ １ μ ｌ
を 加 え 、 凍 結 脱 気 操 作 を ５ 回 繰 り 返 し た 。 真 空 の ま ま 密 閉 し 、 ６ ０ ℃ で ７ ２ 時 間 撹 拌 し た
。 反 応 後 、 反 応 液 を ア セ ト ン ３ ０ ０ ｍ ｌ 中 に 滴 下 し て 沈 殿 を 生 じ さ せ た 。 さ ら に ト ル エ ン
－ ア セ ト ン で の 再 沈 殿 精 製 を ２ 回 繰 り 返 し て 精 製 し た 後 、 ５ ０ ℃ で 一 晩 真 空 乾 燥 し 、 薄 黄
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色 の 固 体 と し て poly-(viTPD-co-IrST)７ ５ ０ ｍ ｇ を 得 た 。 得 ら れ た 共 重 合 体 の 分 子 量 は ポ
リ ス チ レ ン 換 算 の Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 よ り 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ ） 19700、 重 量 平 均 分 子 量 （ Mw） 503
00、 分 子 量 分 布 指 数 （ Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ） 2.55と 見 積 も ら れ た 。 共 重 合 体 中 の イ リ ジ ウ ム 元 素 含
量 は Ｉ Ｃ Ｐ 元 素 分 析 よ り 1.5質 量 ％ で あ っ た 。 こ れ よ り 、 共 重 合 体 の 共 重 合 比 は viTPD： Ir
ST＝ 94.4： 5.6（ 質 量 比 ） と 見 積 も ら れ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
実 施 例 ４ ： 共 重 合 体 poly-(viPMTPD-co-IrST)の 合 成
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 密 閉 容 器 に 実 施 例 ２ で 作 成 し た viPMTPD（ ２ － １ ） ９ ２ ０ ｍ ｇ お よ び IrST（ ３ － １ ） ８
０ ｍ ｇ を 入 れ 、 脱 水 ト ル エ ン 8.4ｍ ｌ を 加 え た 後 、 V-601（ 和 光 純 薬 工 業 製 ） の 0.1Ｍ ト ル
エ ン 溶 液 １ ６ ９ μ ｌ を 加 え 、 凍 結 脱 気 操 作 を ５ 回 繰 り 返 し た 。 真 空 の ま ま 密 閉 し 、 ６ ０ ℃
で ７ ２ 時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を ア セ ト ン ３ ０ ０ ｍ ｌ 中 に 滴 下 し て 沈 殿 を 生 じ さ せ
た 。 さ ら に ト ル エ ン － ア セ ト ン で の 再 沈 殿 精 製 を ２ 回 繰 り 返 し て 精 製 し た 後 、 ５ ０ ℃ で 一
晩 真 空 乾 燥 し 、 薄 黄 色 の 固 体 と し て poly-(viPMTPD-co-IrST)８ １ ２ ｍ ｇ を 得 た 。 得 ら れ た
共 重 合 体 の 分 子 量 は ポ リ ス チ レ ン 換 算 の Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 よ り 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ ） 24300、 重
量 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｗ ） 59400、 分 子 量 分 布 指 数 （ Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ） 2.44と 見 積 も ら れ た 。 共 重
合 体 中 の イ リ ジ ウ ム 元 素 含 量 は Ｉ Ｃ Ｐ 元 素 分 析 よ り 1.6質 量 ％ で あ っ た 。 こ れ よ り 、 共 重
合 体 の 共 重 合 比 は viPMTPD： IrST＝ 94.0： 6.0（ 質 量 比 ） と 見 積 も ら れ た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
実 施 例 ５ ： 共 重 合 体 poly-(viTPD-co-viPBD-co-IrST)の 合 成
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【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 密 閉 容 器 に viTPD（ １ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 viPBD（ 式 （ ５ － １ ） 、 特 開 平 10-1665号 に 記
載 さ れ て い る 方 法 に 準 じ て 合 成 し た 。 ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 IrST（ ３ － １ ） ８ ０ ｍ ｇ を 入 れ 、 脱
水 ト ル エ ン 10.8ｍ ｌ を 加 え た 後 、 V-601（ 和 光 純 薬 工 業 製 ） の 0.1Ｍ ト ル エ ン 溶 液 ２ １ ７ μ
ｌ を 加 え 、 凍 結 脱 気 操 作 を ５ 回 繰 り 返 し た 。 真 空 の ま ま 密 閉 し 、 ６ ０ ℃ で ９ ６ 時 間 撹 拌 し
た 。 反 応 後 、 反 応 液 を ア セ ト ン ３ ０ ０ ｍ ｌ 中 に 滴 下 し て 沈 殿 を 生 じ さ せ た 。 さ ら に ト ル エ
ン － ア セ ト ン で の 再 沈 殿 精 製 を ２ 回 繰 り 返 し て 精 製 し た 後 、 ５ ０ ℃ で 一 晩 真 空 乾 燥 し 、 薄
黄 色 の 固 体 と し て poly-(viTPD-co-viPBD-co-IrST)７ ８ ９ ｍ ｇ を 得 た 。 得 ら れ た 共 重 合 体
の 分 子 量 は ポ リ ス チ レ ン 換 算 の Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 よ り 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ ） 21400、 重 量 平 均 分
子 量 （ Ｍ ｗ ） 46600、 分 子 量 分 布 指 数 （ Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ） 2.17と 見 積 も ら れ た 。 共 重 合 体 中 の
イ リ ジ ウ ム 元 素 含 量 は Ｉ Ｃ Ｐ 元 素 分 析 よ り 1.5質 量 ％ で あ っ た 。 こ れ と 1 3 Ｃ － Ｎ Ｍ Ｒ 測 定
よ り 、 共 重 合 体 の 共 重 合 比 は viTPD： viPBD： IrST＝ 43.1： 51.3： 5.6（ 質 量 比 ） と 見 積 も
ら れ た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
実 施 例 ６ ： 共 重 合 体 poly-(viPMTPD-co-viPBD-co-IrST)の 合 成
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【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 密 閉 容 器 に viPMTPD（ ２ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 viPBD（ ５ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 IrST（ ３ － １
） ８ ０ ｍ ｇ を 入 れ 、 脱 水 ト ル エ ン 10.5ｍ ｌ を 加 え た 後 、 V-601（ 和 光 純 薬 工 業 製 ） の 0.1Ｍ
ト ル エ ン 溶 液 ２ １ １ μ ｌ を 加 え 、 凍 結 脱 気 操 作 を ５ 回 繰 り 返 し た 。 真 空 の ま ま 密 閉 し 、 ６
０ ℃ で ９ ６ 時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を ア セ ト ン ３ ０ ０ ｍ ｌ 中 に 滴 下 し て 沈 殿 を 生 じ
さ せ た 。 さ ら に ト ル エ ン － ア セ ト ン で の 再 沈 殿 精 製 を ２ 回 繰 り 返 し て 精 製 し た 後 、 ５ ０ ℃
で 一 晩 真 空 乾 燥 し 、 薄 黄 色 の 固 体 と し て poly-(viPMTPD-co-viPBD-co-IrST)８ １ ０ ｍ ｇ を
得 た 。 得 ら れ た 共 重 合 体 の 分 子 量 は ポ リ ス チ レ ン 換 算 の Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 よ り 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ
ｎ ） 26600、 重 量 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｗ ） 62200、 分 子 量 分 布 指 数 （ Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ） 2.34と 見 積 も
ら れ た 。 共 重 合 体 中 の イ リ ジ ウ ム 元 素 含 量 は Ｉ Ｃ Ｐ 元 素 分 析 よ り 1.5質 量 ％ で あ っ た 。 こ
れ と 1 3 Ｃ － Ｎ Ｍ Ｒ 測 定 の 結 果 よ り 、 共 重 合 体 の 共 重 合 比 は viPMTPD： viPBD： IrST＝ 44.2：
50.2： 5.6（ 質 量 比 ） と 見 積 も ら れ た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
実 施 例 ７ ： 共 重 合 体 poly-(viTPD-co-viOXD7-co-IrST)の 合 成
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【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 密 閉 容 器 に viTPD（ １ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 viOXD7（ ７ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 IrST（ ３ － １
） ８ ０ ｍ ｇ を 入 れ 、 脱 水 ト ル エ ン 11.7ｍ ｌ を 加 え た 後 、 V-601（ 和 光 純 薬 工 業 製 ） の 0.1Ｍ
ト ル エ ン 溶 液 ２ ３ ５ μ ｌ を 加 え 、 凍 結 脱 気 操 作 を ５ 回 繰 り 返 し た 。 真 空 の ま ま 密 閉 し 、 ６
０ ℃ で ９ ６ 時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を ア セ ト ン ３ ０ ０ ｍ ｌ 中 に 滴 下 し て 沈 殿 を 生 じ
さ せ た 。 さ ら に ト ル エ ン － ア セ ト ン で の 再 沈 殿 精 製 を ２ 回 繰 り 返 し て 精 製 し た 後 、 ５ ０ ℃
で 一 晩 真 空 乾 燥 し 、 薄 黄 色 の 固 体 と し て poly-(viTPD-co-viOXD7-co-IrST)７ ５ ０ ｍ ｇ を 得
た 。 得 ら れ た 共 重 合 体 の 分 子 量 は ポ リ ス チ レ ン 換 算 の Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 よ り 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ
） 19700、 重 量 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｗ ） 67300、 分 子 量 分 布 指 数 （ Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ） 3.42と 見 積 も ら
れ た 。 共 重 合 体 中 の イ リ ジ ウ ム 元 素 含 量 は Ｉ Ｃ Ｐ 元 素 分 析 よ り 1.5質 量 ％ で あ っ た 。 こ れ
と 1 3 Ｃ － Ｎ Ｍ Ｒ 測 定 よ り 、 共 重 合 体 の 共 重 合 比 は viTPD： viOXD7： IrST＝ 46.4： 48.0： 5.6
（ 質 量 比 ） と 見 積 も ら れ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
実 施 例 ８ ： 共 重 合 体 poly-(viTPD-co-viPBD-co-IrST(R))の 合 成
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【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 密 閉 容 器 に viTPD（ １ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 viPBD（ ５ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 IrST(R)（ 式 （
８ － １ ） 、 特 開 2003-147021号 に 記 載 さ れ て い る 方 法 に 準 じ て 合 成 し た 。 ） ８ ０ ｍ ｇ を 入
れ 、 脱 水 ト ル エ ン 10.8ｍ ｌ を 加 え た 後 、 V-601（ 和 光 純 薬 工 業 (株 )製 ） の 0.1Ｍ ト ル エ ン 溶
液 ２ １ ５ μ ｌ を 加 え 、 凍 結 脱 気 操 作 を ５ 回 繰 り 返 し た 。 真 空 の ま ま 密 閉 し 、 ６ ０ ℃ で ９ ６
時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を ア セ ト ン ３ ０ ０ ｍ ｌ 中 に 滴 下 し て 沈 殿 を 生 じ さ せ た 。 さ
ら に ト ル エ ン － ア セ ト ン で の 再 沈 殿 精 製 を ２ 回 繰 り 返 し て 精 製 し た 後 、 ５ ０ ℃ で 一 晩 真 空
乾 燥 し 、 薄 赤 色 の 固 体 と し て poly- (viTPD-co-viPBD-co-IrST (R))７ ７ ３ ｍ ｇ を 得 た 。 得
ら れ た 共 重 合 体 の 分 子 量 は ポ リ ス チ レ ン 換 算 の Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 よ り 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ ） 2210
0、 重 量 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｗ ） 50100、 分 子 量 分 布 指 数 （ Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ） 2.27と 見 積 も ら れ た 。
共 重 合 体 中 の イ リ ジ ウ ム 元 素 含 量 は Ｉ Ｃ Ｐ 元 素 分 析 よ り 1.6質 量 ％ で あ っ た 。 こ れ と 1 3 Ｃ
－ Ｎ Ｍ Ｒ 測 定 よ り 、 共 重 合 体 の 共 重 合 比 は viTPD： viPBD： IrST(R)＝ 42.9： 50.2： 6.9（ 質
量 比 ） と 見 積 も ら れ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
実 施 例 ９ ： 重 合 性 化 合 物 viMeOTPD（ ９ － １ ） の 合 成
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【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ １ ） Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル ベ ン ジ ジ ン の ビ ス メ ト キ シ フ ェ ニ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル ベ ン ジ ジ ン 11.30ｇ 、 ４ － ヨ ー ド ア ニ
ソ ー ル 17.30ｇ に 脱 水 ト ル エ ン １ ６ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 約 ５ ０ ℃ に 加 熱 し た 。 こ れ に 、 tert－
ブ ト キ シ カ リ ウ ム 9.05ｇ 、 酢 酸 バ ラ ジ ウ ム ３ ０ ２ ｍ ｇ 、 ト リ － tert－ ブ チ ル ホ ス フ ィ ン ８
１ ６ ｍ ｇ を 順 に 加 え 、 ４ 時 間 撹 拌 し な が ら 還 流 し た 。 室 温 ま で 冷 却 し 、 反 応 液 に 純 水 １ ０
０ ｍ ｌ を 加 え 、 酢 酸 エ チ ル で ２ 回 抽 出 し た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下
に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： 酢 酸 エ チ ル － へ キ サ ン の
混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留 去 し た 後 、 へ キ サ ン か ら 再 結 晶 し て MeOTPD（ ９ － ２ ） を
得 た 。 収 量 11.98ｇ 。 収 率 ６ ５ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDC1 3 , ppm） ： 7.40(d, 4H, J=8.6Hz, ArH), 7.21(d, 4H, J=7.
3Hz, ArH), 7.2-7.0(m, 12H, ArH), 6.95(t, 2H, J=7.4, ArH), 6.85(d, 4H, J=8.9Hz, A
rH), 3.81(s, 6H, -OCH3 )。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ ２ ） Ｍ ｅ Ｏ Ｔ Ｐ Ｄ の ホ ル ミ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 脱 水 Ｎ ， Ｎ 一 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ２ ０ ｍ ｌ に オ キ シ 塩 化
り ん 1.12ｍ ｌ を 加 え 、 ３ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 、 MeOTPD（ ９ － ２ ） 5.49ｇ を 加 え 、 ８ ０ ℃ で ２
時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を 1.0Ｍ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 ２ ５ ０ ｍ Ｌ に 滴 下 し 、 生 じ
た 沈 殿 を ろ 取 し た 。 こ の 沈 殿 を ジ ク ロ ロ メ タ ン ５ ０ ｍ ｌ に 溶 解 し 、 さ ら に 純 水 ５ ０ ｍ ｌ を
加 え た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク
ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ジ ク ロ ロ メ タ ン － へ キ サ ン 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留
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去 し 、 黄 色 の 固 体 と し て MeOTPD-CHO（ ９ － ３ ） を 得 た 。 収 量 2.65ｇ 。 収 率 ４ ６ ％ 。 同 定 は
1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 10.08(s, 1H, -CHO), 7.7-6.8(m, 25H, ArH), 3.8
5(s, 6H, -OCH 3 )。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ ３ ） MeOTPD-CHOの ビ ニ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 メ チ ル ト リ フ ェ ニ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ブ ロ マ イ ド 2.14ｇ に 脱 水
ベ ン ゼ ン ２ ０ ｍ ｌ と 脱 水 Ｔ Ｈ Ｆ １ ０ ｍ ｌ を 加 え ０ ℃ に 冷 却 し 、 1.6Ｍ ブ チ ル リ チ ウ ム ヘ キ
サ ン 溶 液 3.75ｍ ｌ を シ リ ン ジ を 用 い て 滴 下 し 、 そ の ま ま １ ０ 分 間 撹 拌 し 、 ホ ス ホ ラ ン 溶 液
と し た 。 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 MeOTPD-CHO（ ９ － ３ ） 2.31ｇ に 脱 水 ベ ン ゼ ン ２ ０ ｍ
ｌ を 加 え た 後 、 先 程 の ホ ス ホ ラ ン 溶 液 を シ リ ン ジ を 用 い て 加 え た 。 室 温 で ２ 時 間 撹 拌 し た
後 、 反 応 液 に 純 水 ２ ０ ｍ ｌ と ジ ク ロ ロ メ タ ン を 加 え 、 水 層 を ジ ク ロ ロ メ タ ン で ２ 回 抽 出 し
た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ジ ク ロ ロ メ タ ン － へ キ サ ン の 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 ベ ン ゼ ン 溶
液 よ り 凍 結 乾 燥 し て viMeOTPDを 得 た 。 収 量 1.72ｇ 。 収 率 ７ ５ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行
っ た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 7.5-6.8(m, 25H, ArH), 6.65(dd, 1H, J=17.6, 
10.9Hz, 一 CH=CH 2 ), 5.62(d, 1H, J=17.3Hz, -CH=CH2 (cis)), 5.12(d, 1H, J=11.1Hz, -C
H=CH 2 (trans)), 3.80(s, 6H, -OCH3 )。
【 ０ ０ ８ １ 】
実 施 例 １ ０ ： 重 合 性 化 合 物 ｖ ｉ Ｎ Ｐ Ｄ （ １ ０ － １ ） の 合 成
【 化 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ １ ） ４ ， ４ '－ ビ ス （ Ｎ － ナ フ チ ル － Ｎ － フ ェ ニ ル － ア ミ ノ ） ビ フ ェ ニ ル の ホ ル ミ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 脱 水 Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ４ ０ ｍ ｌ に オ キ シ 塩 化
り ん 2.24ｍ ｌ を 加 え 、 ３ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 、 ４ ， ４ '－ ビ ス （ Ｎ － ナ フ チ ル － Ｎ － フ ェ ニ
ル － ア ミ ノ ） ビ フ ェ ニ ル 11.77ｇ を 加 え 、 ８ ０ ℃ で ２ 時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を 1.0
Ｍ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 ５ ０ ０ ｍ ｌ に 滴 下 し 、 生 じ た 沈 殿 を ろ 取 し た 。 こ の 沈 殿 を ジ ク ロ
ロ メ タ ン １ ０ ０ ｍ ｌ に 溶 解 し 、 さ ら に 純 水 １ ０ ０ ｍ ｌ を 加 え た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ
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ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ジ ク
ロ ロ メ タ ン － へ キ サ ン 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留 去 し 、 黄 色 の 固 体 と し て NPD-CHO
（ １ ０ － ２ ） を 得 た 。 収 量 3.21ｇ 。 収 率 ２ ６ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDC1 3 , ppm） ： 9.90(s, 1H, -CHO), 7.8-6.8(m, 31H, ArH)。
【 ０ ０ ８ ３ 】
（ ２ ） NPD-CHOの ビ ニ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 メ チ ル ト リ フ ェ ニ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ブ ロ マ イ ド 2.68ｇ に 脱 水
ベ ン ゼ ン ２ ０ ｍ ｌ と 脱 水 Ｔ Ｈ Ｆ １ ０ ｍ ｌ を 加 え ０ ℃ に 冷 却 し 、 1.6Ｍ ブ チ ル リ チ ウ ム ヘ キ
サ ン 溶 液 4.69ｍ ｌ を シ リ ン ジ を 用 い て 滴 下 し 、 そ の ま ま １ ０ 分 間 撹 拌 し 、 ホ ス ホ ラ ン 溶 液
と し た 。 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 NPD-CHO（ １ ０ － ２ ） 3.08ｇ に 脱 水 ベ ン ゼ ン ２ ０ ｍ
ｌ を 加 え た 後 、 先 程 の ホ ス ホ ラ ン 溶 液 を シ リ ン ジ を 用 い て 加 え た 。 室 温 で ２ 時 間 撹 拌 し た
後 、 反 応 液 に 純 水 ２ ０ ｍ ｌ と ジ ク ロ ロ メ タ ン を 加 え 、 水 層 を ジ ク ロ ロ メ タ ン で ２ 回 抽 出 し
た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ジ ク ロ ロ メ タ ン － へ キ サ ン の 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 ベ ン ゼ ン 溶
液 よ り 凍 結 乾 燥 し て viNPD（ １ ０ － １ ） を 得 た 。 収 量 2.43ｇ 。 収 率 ７ ９ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ
Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 7.8-6.8(m, 31H, ArH), 6.68(dd, 1H, J=17.4, 
10.9Hz, -CH=CH 2 ), 5.63(d, 1H, J=17.6Hz, -CH=CH2 (cis)), 5.15(d, 1H, J=11.1Hz, -CH
=CH 2 (trans))。
【 ０ ０ ８ ５ 】
実 施 例 １ １ ： 重 合 性 化 合 物 viPTPD（ １ １ － １ ） の 合 成
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【 化 ２ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ６ 】
（ １ ） Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル － １ ， ４ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン の ジ ト リ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 Ｎ ， Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル － １ ， ４ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 5.21
ｇ 、 ４ － ヨ ー ド ト ル エ ン 9.59ｇ に 脱 水 ト ル エ ン １ ０ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 約 ５ ０ ℃ に 加 熱 し た 。
こ れ に tert－ ブ ト キ シ カ リ ウ ム 5.39ｇ 、 酢 酸 バ ラ ジ ウ ム ９ ０ ｍ ｇ 、 ト リ － tert－ ブ チ ル ホ
ス フ ィ ン ２ ４ ３ ｍ ｇ を 順 に 加 え 、 ４ 時 間 撹 拌 し な が ら 還 流 し た 。 室 温 ま で 冷 却 し 、 反 応 液
に 純 水 ５ ０ ｍ ｌ を 加 え 、 酢 酸 エ チ ル で ２ 回 抽 出 し た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し
、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ト ル エ ン － ヘ キ
サ ン の 混 合 溶 液 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留 去 し た 後 、 ヘ キ サ ン か ら 再 結 晶 し て PTPD（ １ １ －
２ ） を 得 た 。 収 量 6.43ｇ 。 収 率 ７ ３ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDC1 3 , ppm） ： 7.5-6.8(m, 22H, ArH), 2.25(s, 6H, -CH3 )。
【 ０ ０ ８ ７ 】
（ ２ ） PTPDの ホ ル ミ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 脱 水 Ｎ ， Ｎ 一 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ２ ０ ｍ ｌ に オ キ シ 塩 化
り ん 1.12ｍ ｌ を 加 え 、 ３ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 、 PTPD（ １ １ － ２ ） 4.41ｇ を 加 え 、 ８ ０ ℃ で ２
時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を 1.0Ｍ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 ２ ５ ０ ｍ ｌ に 滴 下 し 、 生 じ
た 沈 殿 を ろ 取 し た 。 こ の 沈 殿 を ジ ク ロ ロ メ タ ン ５ ０ ｍ ｌ に 溶 解 し 、 さ ら に 純 水 ５ ０ ｍ ｌ を
加 え た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク
ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ジ ク ロ ロ メ タ ン － ヘ キ サ ン 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 溶 媒 を 留
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去 し 、 黄 色 の 固 体 と し て PTPD-CHO（ １ １ － ３ ） を 得 た 。 収 量 2.06ｇ 。 収 率 ４ ４ ％ 。 同 定 は
1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 9.99(s, 1H, -CHO), 7.7-6.8(m, 21H, ArH), 2.28
(s, 6H, -CH 3 )。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ ３ ） PTPD-CHOの ビ ニ ル 化
　 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 メ チ ル ト リ フ ェ ニ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ブ ロ マ イ ド 2.14ｇ に 脱 水
ベ ン ゼ ン ２ ０ ｍ ｌ と 脱 水 Ｔ Ｈ Ｆ １ ０ ｍ ｌ を 加 え ０ ℃ に 冷 却 し 、 1.6Ｍ ブ チ ル リ チ ウ ム へ キ
サ ン 溶 液 3.75ｍ ｌ を シ リ ン ジ を 用 い て 滴 下 し 、 そ の ま ま １ ０ 分 間 撹 拌 し 、 ホ ス ホ ラ ン 溶 液
と し た 。 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 に お い て 、 PTPD-CHO（ １ １ － ３ ） 1.87ｇ に 脱 水 ベ ン ゼ ン ２ ０ ｍ
ｌ を 加 え た 後 、 先 程 の ホ ス ホ ラ ン 溶 液 を シ リ ン ジ を 用 い て 加 え た 。 室 温 で ２ 時 間 撹 拌 し た
後 、 反 応 液 に 純 水 ２ ０ ｍ ｌ と ジ ク ロ ロ メ タ ン を 加 え 、 水 層 を ジ ク ロ ロ メ タ ン で ２ 回 抽 出 し
た 。 有 機 層 を 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム で 乾 燥 し 、 減 圧 下 に 濃 縮 し た 後 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 液 ： ジ ク ロ ロ メ タ ン － へ キ サ ン の 混 合 溶 媒 ） で 精 製 し た 。 ベ ン ゼ ン 溶
液 よ り 凍 結 乾 燥 し て viPTPD（ １ １ － １ ） を 得 た 。 収 量 1.46ｇ 。 収 率 ７ ８ ％ 。 同 定 は 1 Ｈ －
Ｎ Ｍ Ｒ で 行 っ た 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ 270MHz, CDCl 3 , ppm） ： 7.5-6.9(m, 21H, ArH), 6.66(dd, 1H, J=17.6, 
11.1Hz, -CH=CH 2 ), 5.62(d, 1H, J=17.3Hz, -CH=CH2 (cis)), 5.14(d, 1H, J=10.8Hz, -CH
=CH 2 (trans))。
【 ０ ０ ９ ０ 】
比 較 例 １ ： 共 重 合 体 poly-(VCz-co-viPBD-co-IrST)の 合 成
　 密 閉 容 器 に Ｎ － ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル （ VCz） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、 viPBD（ ５ － １ ） ４ ６ ０ ｍ ｇ 、
IrST（ ３ － １ ） ８ ０ ｍ ｇ を 入 れ 、 脱 水 ト ル エ ン 5.60ｍ ｌ を 加 え た 後 、 V-601（ 低 Ｖ Ｏ Ｃ 型
ラ ジ カ ル 開 始 剤 、 和 光 純 薬 工 業 製 ） の 0.1Ｍ ト ル エ ン 溶 液 3.70ｍ ｌ を 加 え 、 凍 結 脱 気 操 作
を ５ 回 繰 り 返 し た 。 真 空 の ま ま 密 閉 し 、 ６ ０ ℃ で ７ ２ 時 間 撹 拌 し た 。 反 応 後 、 反 応 液 を メ
タ ノ ー ル ５ ０ ０ ｍ ｌ 中 に 滴 下 し て 沈 殿 を 生 じ さ せ た 。 さ ら に ト ル エ ン － ア セ ト ン で の 再 沈
殿 精 製 を ２ 回 繰 り 返 し て 精 製 し た 後 、 ５ ０ ℃ で 一 晩 真 空 乾 燥 し 、 薄 黄 色 の 固 体 と し て poly
-(VCz-co-viPBD-co-IrST)９ ５ ３ ｍ ｇ を 得 た 。 得 ら れ た 共 重 合 体 の 分 子 量 は ポ リ ス チ レ ン
換 算 の Ｇ Ｐ Ｃ 測 定 よ り 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ ） 4700、 重 量 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｗ ） 12500、 分 子
量 分 布 指 数 （ Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ） 2.64と 見 積 も ら れ た 。 共 重 合 体 中 の イ リ ジ ウ ム 元 素 含 量 は Ｉ Ｃ
Ｐ 元 素 分 析 よ り 1.9質 量 ％ で あ っ た 。 こ れ よ り 、 共 重 合 体 の 共 重 合 比 は VCz： viPBD： IrST
＝ 45.7： 47.2： 7.1（ 質 量 比 ） と 見 積 も ら れ た 。
【 ０ ０ ９ １ 】
実 施 例 １ ２ ： 有 機 発 光 素 子 の 製 作 と Ｅ Ｌ 発 光 特 性 評 価
　 ２ ５ ｍ ｍ 角 の ガ ラ ス 基 板 の 一 方 の 面 に 、 陽 極 と な る 幅 ４ ｍ ｍ の ２ 本 の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 が ス ト
ラ イ プ 状 に 形 成 さ れ た Ｉ Ｔ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム 錫 ） 付 き 基 板 （ ニ ッ ポ 電 機 、 Nippo Electr
ic Co., LTD.） を 用 い て 有 機 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 は じ め に 、 上 記 Ｉ Ｔ Ｏ 付 き 基 板 の Ｉ Ｔ
Ｏ （ 陽 極 ） 上 に 、 ポ リ （ ３ ， ４ － エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン ） ・ ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン
酸 （ バ イ エ ル 社 製 、 商 品 名 「 バ イ ト ロ ン Ｐ 」 ） を ス ピ ン コ ー ト 法 に よ り 、 回 転 数 3500ｒ ｐ
ｍ 、 塗 布 時 間 ４ ０ 秒 の 条 件 で 塗 布 し た 後 、 真 空 乾 燥 器 で 減 圧 下 、 ６ ０ ℃ で ２ 時 間 乾 燥 を 行
い 、 陽 極 バ ッ フ ァ 層 を 形 成 し た 。 得 ら れ た 陽 極 バ ッ フ ァ 層 の 膜 厚 は 約 ５ ０ ｎ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 発 光 材 料 、 電 子 輸 送 材 料 を 含 む 層 を 形 成 す る た め の 塗 布 溶 液 を 調 製 し た 。 す な わ
ち 、 実 施 例 ３ で 合 成 し た poly-(viTPD-co-IrST)４ ５ ｍ ｇ と 、 特 開 平 10-1665号 公 報 に 記 載
の 方 法 で 合 成 し た poly-vinylPBD４ ５ ｍ ｇ を ト ル エ ン （ 和 光 純 薬 工 業 製 、 特 級 ） 2910ｍ ｇ
に 溶 解 し 、 得 ら れ た 溶 液 を 孔 径 0.2μ ｍ の フ ィ ル タ ー で ろ 過 し て 塗 布 溶 液 と し た 。 次 に 、
陽 極 バ ッ フ ァ 層 上 に 、 調 製 し た 塗 布 溶 液 を ス ピ ン コ ー ト 法 に よ り 、 回 転 数 3000ｒ ｐ ｍ 、 塗
布 時 間 ３ ０ 秒 の 条 件 で 塗 布 し 、 室 温 （ ２ ５ ℃ ） に て ３ ０ 分 間 乾 燥 す る こ と に よ り 、 発 光 層
を 形 成 し た 。 得 ら れ た 発 光 層 の 膜 厚 は 約 １ ０ ０ ｎ ｍ で あ っ た 。 次 に 発 光 層 を 形 成 し た 基 板
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を 蒸 着 装 置 内 に 載 置 し 、 セ シ ウ ム を 蒸 着 速 度 0.01ｎ ｍ ／ ｓ で ２ ｎ ｍ の 厚 さ に 蒸 着 し （ セ シ
ウ ム 源 と し て は 、 サ エ ス ゲ ッ タ ー ズ 社 製 ア ル カ リ メ タ ル デ ィ ス ペ ン サ ー を 使 用 ） 、 続 い て
、 陰 極 と し て ア ル ミ ニ ウ ム を 蒸 着 速 度 １ ｎ ｍ ／ ｓ で ２ ５ ０ ｎ ｍ の 厚 さ に 蒸 着 し 、 素 子 １ を
作 製 し た 。 尚 、 セ シ ウ ム と ア ル ミ ニ ウ ム の 層 は 、 陽 極 の 延 在 方 向 に 対 し て 直 交 す る ２ 本 の
幅 ３ ｍ ｍ の ス ト ラ イ プ 状 に 形 成 し 、 １ 枚 の ガ ラ ス 基 板 当 た り 、 縦 ４ ｍ ｍ × 横 ３ ｍ ｍ の 有 機
発 光 素 子 を ４ 個 作 製 し た 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 (株 )ア ド バ ン テ ス ト 製 　 プ ロ グ ラ マ ブ ル 直 流 電 圧 ／ 電 流 源 　 TR6143を 用 い て 上 記 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 に 電 圧 を 印 加 し て 発 光 さ せ 、 そ の 発 光 輝 度 を (株 )ト プ コ ン 製 　 輝 度 計 　 BM-8を 用 い
て 測 定 し た 。 そ の 結 果 得 ら れ た 、 発 光 開 始 電 圧 、 最 高 輝 度 、 お よ び １ ０ ０ ｃ ｄ ／ ｍ 2 点 灯
時 の 外 部 量 子 効 率 を 表 ２ に 示 す （ 各 値 は １ 枚 の 基 板 に 形 成 さ れ た 素 子 ４ 個 の 平 均 値 ） 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 素 子 １ に 対 し て 、 表 １ に 記 載 す る よ う に 、 実 施 例 ４ ～ ８ 、 比 較 例 １ で 合 成 し た 発 光 材 料
お よ び そ の 他 の 材 料 を 変 更 し た 以 外 は 、 素 子 １ と 同 様 に し て 素 子 ２ ～ ７ を 作 製 し た 。 こ れ
ら の 素 子 に つ い て も 素 子 １ と 同 様 に Ｅ Ｌ 発 光 特 性 の 評 価 を 行 っ た 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ６ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 表 １ 、 ２ よ り 、 比 較 例 で あ る ホ ー ル 輸 送 部 位 に ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル を 用 い た 燐 光 発 光 性
高 分 子 を 使 用 し た 発 光 素 子 に 較 べ て 、 本 発 明 の ホ ー ル 輸 送 部 位 に ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 構 造
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を 用 い た 燐 光 発 光 性 高 分 子 を 使 用 し た 発 光 素 子 で 、 発 光 開 始 電 圧 が 低 く 、 最 高 輝 度 が 高 く
、 外 部 量 子 効 率 が 高 い こ と が わ か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 発 明 の 燐 光 性 高 分 子 化 合 物 を 用 い る こ と に よ り 、 低 電 圧 で 高 発 光 効 率 が 得 ら れ 、 大 面
積 化 お よ び 量 産 化 に 適 し た 燐 光 発 光 性 高 分 子 材 料 お よ び こ れ を 用 い た 有 機 発 光 素 子 を 提 供
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 図 １ 】 有 機 発 光 素 子 の 一 実 施 態 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ０ 】
１ 　 透 明 基 板
２ 　 陽 極
３ 　 ホ ー ル 輸 送 層
４ 　 発 光 層
５ 　 電 子 輸 送 層
６ 　 陰 極

10

【 図 １ 】

(32) JP 2005-97589 A 2005.4.14



フロントページの続き

(72)発明者  近藤　邦夫
            千葉県千葉市緑区大野台一丁目１番１号　昭和電工株式会社研究開発センター内
(72)発明者  田口　勇
            千葉県千葉市緑区大野台一丁目１番１号　昭和電工株式会社研究開発センター内
(72)発明者  門田　隆二
            千葉県千葉市緑区大野台一丁目１番１号　昭和電工株式会社研究開発センター内
Ｆターム(参考) 3K007 AB03  AB06  CB00  DB03  FA00  FA01 
　　　　 　　  4J100 AB07P AB07Q BA05P BA31P BC43P BC43Q BC49P BC59Q BC65Q BC79P
　　　　 　　        BC83Q CA04  JA32 

【要約の続き】
光素子。
【選択図】　図１

(33) JP 2005-97589 A 2005.4.14



专利名称(译) 磷光发光聚合物化合物和使用其的有机发光装置

公开(公告)号 JP2005097589A 公开(公告)日 2005-04-14

申请号 JP2004247948 申请日 2004-08-27

[标]申请(专利权)人(译) 昭和电工株式会社

申请(专利权)人(译) 昭和电工株式会社

[标]发明人 小山珠美
五十嵐威史
近藤邦夫
田口勇
門田隆二

发明人 小山 珠美
五十嵐 威史
近藤 邦夫
田口 勇
門田 隆二

IPC分类号 H05B33/10 C08F212/32 C09K11/06 H01L51/50 H05B33/14 H05B33/26

FI分类号 C08F212/32 C09K11/06.680 H05B33/10 H05B33/14.B H05B33/26.Z

F-TERM分类号 3K007/AB03 3K007/AB06 3K007/CB00 3K007/DB03 3K007/FA00 3K007/FA01 4J100/AB07P 4J100
/AB07Q 4J100/BA05P 4J100/BA31P 4J100/BC43P 4J100/BC43Q 4J100/BC49P 4J100/BC59Q 4J100
/BC65Q 4J100/BC79P 4J100/BC83Q 4J100/CA04 4J100/JA32 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/BB03 
3K107/CC02 3K107/CC04 3K107/CC12 3K107/CC42 3K107/DD63 3K107/DD64 3K107/DD67 3K107
/GG23

代理人(译) 大家 邦久
小泽信彦
林淳

优先权 2003306711 2003-08-29 JP

其他公开文献 JP2005097589A5
JP4780696B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种能够在低压下获得高发光效率并且适合于大面积和大量生产的磷光聚合物材料，以及使用该磷光聚合物材料
的有机发光器件。 解决方案：公式（1）： [化学1] （式中的符号如说明书中所描述。）磷光聚合物化合物，其包括具有三苯胺结
构和磷光单体单元的空穴传输单体单元。 使用化合物的有机发光器件。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/00e64961-9ea9-4f46-ba83-310b956fb5ca
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034467378/publication/JP2005097589A?q=JP2005097589A



